
がん登録実務者のための5大がん登録講座2025

院内がん登録のレジェンド講座 inえひめ
－西本先生特別講座－

アンケート結果報告

日時：2025年5月31日（土）12：00 - 16：00

申込人数合計：176名 拠点 26名 7施設
推進 9名 6施設
一般 1名 1施設
県外 140名 88施設

※県内36名（20.5%）・ 県外140名（79.5%）

【講師】 JA長野厚生連佐久総合病院総合医療情報センター長

アンケート回答数：74（回収率42.0%）

西本 寛先生



1.参加者について
・都道府県別参加申込状況

参加申込人数は176名で、愛媛県内36名、県外は
140名。
約8割の方が県外からの参加者だった(大阪府24名、
兵庫県14名、鹿児島県・東京都12名...)
今回は初のハイブリット開催で、現地参加は10名。そ
のうち2名は岡山県からお越しいただき、久しぶりの
対面講義は好評だった。

実務年数の割合が増加したのは
・５年以上(53.7%→60.8％) 
実務年数の割合が減少したのは
・2年～5年未満(24.2%→23.0%)
・2年未満(13.7%→10.8%)
・実務はしていない(8.4%→5.4%)

実務年数の長い方が6割以上占めている。

2024年

2025年

登録項目についての基礎的な講義というより、
項目の目的や重要度、解釈に重点を置いた講義だっ
たため、実務年数の長い方からの反響（回答数）が
大きかったと考えます



2.講義について(1)

問4）西本先生の講義について感想をお聞かせください。 （抜粋）

・本日の研修で、起源を知ることにより、登録実務で悩むことが少なくなるように感じました。
・標準登録様式の項目の目的がわかり、今後の院内がん登録の分析結果を院内へフィードバックする場合
にどのようにデータを見たらよいのか、説明がしやすくなりました。
・標準登録様式の歴史的な背景をわかりやすく講義していただき、自施設で実務者の立場でのがん登録データの
見せ方に活用できそうです。
・今後、がん登録で迷ったときの道標となるようなお話をありがとうございました。
・一つ一つの項目を深く掘り下げ解説していただいたので、項目の意味を理解することが出来て勉強になりました。
・各項目の背景や意味・意義を知り、理解が深まりました。これからの登録実務に役立てそうです。
・これまでの地域がん・院内がんの歴史について知ることで登録様式の考え方について整理できたように思います。
データ活用を考えるヒントも頂戴できたように思います。
・これからはAIを導入したさらなるグローバル化したがん登録の役割を学びたいと思いました。

約9割の方が理解できている。
とても分かりやすく、登録で迷っ
た時の道標となる講義だった。



3.今後の受講テーマについて

【今回の希望部位】
1位 造血器
2位 肺
3位 肝胆膵

続いて、婦人科系や尿路系の
希望が多い。

【その他･･･希望テーマ】
・標準登録様式全般
・ICD-O-4 ICD-11について
・骨転移の症例

標準登録様式全般については「登録の
基礎なので繰り返し学びたい」との意
見が複数あった。

【昨年の希望部位】
1位 造血器
2位 脳腫瘍・頭頚部
3位 子宮

2年連続「造血器腫瘍」の
希望が多い。



4.感想・要望等（抜粋）

◆院内がん登録の第一人者である西本先生の講義は奥深い楽しい内容で大変勉強に
なりました。
◆講座資料や事前質問がとても興味深かったです。
◆登録様式の整備過程でのお話など、貴重なお話が沢山聞けてとても良い機会とな
りました。
◆登録様式作成の歴史を知ることで、項目の解釈・理解が大変深まりました。
◆全国の実務者の意識のすり合わせなどを定期的に行うことが、がんの情報を正しく
把握するために大事なのだな、と感じました。
◆各項目の重要ポイントを教えていただいたことで、シンプルに考えることができそ
うです。
◆これまで実務でよく迷っていましたが、悩む必要がない部分でこだわって考えすぎ
  ていたと認識できました。
◆項目毎の意味を学ぶことができたので、日々のがん登録業務に活かしていきたい
と思いました。
◆がん登録実務者はいつも何かに悩んでいます。先生の「悩む必要はない」のお言葉
に救われた実務者も少なくないと思います。
◆迷ったときの道標のようなお話を沢山いただきました。
◆久しぶりに対面講座も良かったです。webでは感じることの出来ないライブ感があ
  り、終わった後も満足感でいっぱいでした。

アンケートのご協力
ありがとうございました。
次回冬頃開催の当講座でお会い
できるのを楽しみにしております。
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